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 他者と良好な関係を構築するためには、相互の共感に立脚した共感的コミュニケーションが重要である。
しかし、私たちは日常のコミュニケーション場面において、容易には共感できない状況に直面することもある。
例えば自己と他者の間に明らかな価値観の相違がある場合、共感しにくい状況が生じる。心理学の先行研究で
は、そのような状況下で役立つコミュニケーション方略として、批判的でない態度（Non-judgmental attitude）
や柔軟な応答 (flexible response)が示されてきた。共感しにくい状況下のコミュニケーションにおいてあくまで
協調的な態度で応答しようとするならば、自他の価値観の相違を乗り越えて適切な返答をするためにコミュニ
ケーション努力が必要となる。そのようなコミュニケーション努力の脳内表象は、未だ明らかではない。 
したがって本研究では、functional magnetic resonance imaging (機能的核磁気共鳴画像法; fMRI）の手法を用
いて、コミュニケーション努力の神経基盤を明らかにすることを目的とした。 
fMRI実験のデザインは、共感しやすさ要因（共感しやすい / 共感しにくい）と課題要因（コミュニケーシ
ョン応答 / 情景描写）から成る 2要因デザインを用いた。本実験には 35人が参加し、課題はコミュニケーシ
ョン応答課題（仮想の相手に対して返事をする）もしくは情景描写課題（仮想の状況について説明する）を行
った。いずれの課題も自由発話による回答とした。また、事前アンケートで確認した各参加者の価値観を参考
に仮想の相手と価値観の相違が生じる状況を作り、共感しやすさ要因を操作した。このような実験デザインに
よって、共感しにくい状況下でコミュニケーション課題を行う際に、目的のコミュニケーション努力を反映す
る特異的脳活動を抽出することができると考えた。 
実験の結果、コミュニケーション課題実施時に共通して反応する脳活動領域として、内側前頭前野、右側側
頭極、両側角回、左側下前頭回、両側前部島皮質を認めた。また共感しにくい状況に共通して反応する脳活動
領域として、内側前頭前野を認めた。そして、コミュニケーション努力を反映する脳活動領域として、右側下
前頭回と内側前頭前野を認めた。 
 本研究は、コミュニケーション努力の神経基盤を初めて明らかにした研究である。先行研究から示唆されて
きた右側下前頭回の機能（抑制性制御や反応切り替え）と内側前頭前野の機能（他者の心の状態についての推
測、葛藤処理、予測）を踏まえて考えると、今回の結果は上述の批判的でない態度や柔軟な応答といったコミ
ュニケーション方略が、共感しにくい状況で他者との価値観の相違を乗り越えるために適用されていることを
脳科学的観点から示唆するものと思われる。 
 
